
令和８年１０月１４日 宮城県精神保健福祉審議会（第２回）

第８次宮城県地域医療計画中間見直しにおける
精神病床の基準病床数（案）

参考資料２
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※既存病床数に、一般住民に対する医療を行わない病床（自衛隊仙台病院等）は算入しない。
※第８次計画（中間見直し）時点の既存病床数は令和８年４月１日時点の病床数を計上。

精神病床の基準病床数及び既存病床数の推移

第１次計画 第２次計画 第３次計画 第４次計画 第５次計画 第６次計画 第７次計画 第８次計画 第8次計画
（中間見直し）

計画年月 平成元年6月 平成5年8月 平成10年3月 平成15年8月 平成20年4月 平成25年4月 平成30年4月 令和6年4月 令和9年4月

基準
病床数① 6,658 6,952 7,193 7,497 4,627 5,021 5,021 4,618 4,348

前期比 － 294 241 304 △ 2,870 394 0 △403 △270

既存
病床数② 4,800 5,128 5,293 5,764 6,495 6,388 6,151 6,124 5,897

前期比 － 328 165 471 731 △ 107 △ 237 △ 27 △227

②－① △ 1,858 △ 1,824 △ 1,900 △ 1,733 1,868 1,367 1,130 1,506 1,549
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基準病床数の算定方法
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厚生労働省資料

出典：第17回第８次医療計画等に関する検討会（令和4年11月4日）



（参考資料）政策効果に係る係数
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厚生労働省資料

出典：第17回第８次医療計画等に関する検討会（令和4年11月4日）



第８次宮城県地域医療計画(中間見直し)基準病床の算定
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〇 第8次医療計画における精神病床に係る基準病床数について
（令和8年6月16日付け厚生労働省精神・障害保健課、地域医療計画課事務連絡）

第８次計画(中間見直し)における基準病床数
４，３４８床

精神病床に係る基準病床数（宮城県）

急性期 回復期 慢性期（認知症除く） 認知症慢性期 合計 政策効果係数

うち うち

a b c 65歳以上 d 65歳以上 a+b+c+d A B

858 879 1488 957 802 775 4,027 0.12 0.12

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

858 879 1521 979 820 792 4,078 0.10 0.10

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

858 879 1555 1,000 839 881 4,131 0.08 0.08

○政策効果A 認知症を除く慢性期入院患者に係る係数　（地域移行を促す基盤整備や治療抵抗性統合失調症治療薬の普及等に関する政策効果）

○政策効果B 認知症の慢性期入院患者に係る係数　（認知症施策の推進等に関する政策効果）

○病床利用率 0.95%

○基準病床数算定パターン

　パターン①　政策効果係数が最大の場合（A=0.12,B=0.12）

4,027

0.95

　パターン②　政策効果係数が標準値の場合（A=0.10,B=0.10）

4,078

0.95

　パターン③　政策効果係数が最小の場合（A=0.08,B=0.08）

4,131

0.95

推計入院

患者数

最小

~

≒ 4,348

＝ 4,238.95 ≒ 4,239

＝ 4,292.63 ≒ 4,293

中央値

~

最大

＝ 4,348.42



（参考資料）精神疾患総患者数
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厚生労働省資料

出典：精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業「第１回都道府県等担当者・アドバイザー等合同会議」資料（令和8年6月9日）



（参考資料）入院患者数の推移
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厚生労働省資料

出典：精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業「第１回都道府県等担当者・アドバイザー等合同会議」資料（令和8年6月9日）
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